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宇
和
風
と
洋
風
の
建
築
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
造
り
。・
斎
に
使
わ
れ
た
洋
館
は
区
別
下
の
飾
り
が
珍
し
い

争
ア
l
チ
型
主
唱
し
て
い
る
の
が
特
徴
の
細
畏
い
窓

時
家
具
・リ
ノ
リ
ユ
|
ム
(
床
)
は
当
時
間
の
ま
ま

• ...故飯島花月邸

(鷹匠町)

回目口回
目固固回

(lÅ~般材)が当時のままの安で残っていました。

「小さい こ ろは 、 玄関 ，ìíî に II(~せがあり 、 入力 IIIで

込 1)迎えされる祖父をいつも 凡ていまし たJ 1: Inl:tLtす

るなみさん。当時の l(ri ;*~がしのばれます。

-表紙写真に新連載

今回から r広報j 16日号表紙では「館を訪ねて」を

連載します。市内でも貴重な、近代洋風建築を中心と

した建造物を、月 i回のへースで取り上げていきます。

i則的"]"の一角カsら枝illに人ると、 lffjい塀越しにひっ

そりとたたずむ洋風位築。.fQイF.の八 1・て銀行のriii身、
第 l')し銀行鋭取としてi首脳した.)j、「飯臼花日 」のれ

でiUì庶民文学の愛~~f家 t して知られた文化入、故飯

~f呆作氏の住居です。 手u風 u下!瓜が降り介わせにな っ

たようなこの建物、洋風の部分は ri:にト11父が苦痛と

して使って いましたj 1:語るのは、保作氏の係にあた

るなみさん。完成は明治..JOil'.5) Jとのことです。

アーチ状の窓、軒下の自fli1)、 ド~U反張 り (fo~般をナ;.J;J

111ねにしたもの)の板な E、木材はすべてI而取りが施

され、見えない部分や細部に下1111がカ‘かった造り 。戦

後、t/IHE幼稚l胡{大手町)のi'{教訓i.タンブリッジ氏

(カナダ人)が住んでいたこともありました。 ζの t
き、 l付加が一部改装仁。 しかし、床にはリノリューム

〈再生紙を使用しています〉
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中学生
の

haヨ

J
F

μ

子
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園
¥

学

絵id--百
一

夢
あ
る
ま
ち
づ
く
り

私
の
提
案

わ
た
し
は
、
こ
れ
ま
で
何
回
も
引
っ
越
し
し

た
こ

t
が
あ
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
所
に
住
ん

だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
、
こ
の

よ
悶
市
は
、
特
に
き
れ
い
で
住
み
や
す
い
町
で

す
。
こ
の
町
に
は
、
わ
た
し
の
組
父
母
の
家
が

あ
り
、
五
休
み
や
冬
休
み
の
ほ
か
に
も
た
び
た

び
遊
び
に
来
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
も
、
商

応
街
は
に
ぎ
や
か
だ
し
、
道
路
も
ち
ゃ
ん
と
繋

帥
附
さ
れ
て
い
て
、
と
て
も
い
い
所
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
ず
っ

t
上
回
市
に
住

む
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
と
、
う
れ
し
い
し
、

と
て
も
安
心
で
す
。

し
か
し
、
い
く
ら
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い

町
で
も
、
や
は
り
目
立
つ
の
は
、
町
の
中
の
汚

れ
で
す
。
わ
た
し
が
気
づ
く
の
は
、
道
や
公
開
凶

に
捨
て
ら
れ
て
い
る
ご
み

t
、
川
の
汚
れ
で
す
。

ま
ず
、
ご
み
の
ほ
う
で
す
が
、
こ
の
前
、
地

域
の
ご
み
拾
い
が
あ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
家

の
周
り
を
き
れ
い
に
し
ま
し
た
。
で
も
空
き
缶

は
問
。
っ
た
よ
り
少
な
く
、
た
ば
こ
の
吸
い
殺
が

多
く
て
、
終
き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
そ
の
と
き

[2J 16 5. 広報うえだ6.



主の子孫らも参列。テープカッ トの

あと多くの市民が的門を見学しま し

た。 また、竣工を外ftい、前回御子 ・

5号111獅 子や保野jurliチなど伝統芸能が

披露。 また、真111武者行手'1・姉妹都

市 .tJ'l石IlIfの大名行列なども行われ、

おおいに雌りJてがった一 円で、した。

..) n 2..) FI、第131111Arnまつりが 卜.

1+1城跡公l長|川辺で行われました。今

午は、本九米})e.I1f.持門傑元_I:恥の完

成を記念して、さまざまな記念行事

が同時に開催されましたの
ι，，'" 
竣工式典には、文化庁、県 ・市の

関係者をはじめ、姉妹都市・賂代城

華麗な櫓門完成に

首相誕生に
「地元」沸く

羽田総理就任祝賀・パレード

4日25H、上川市1'，身の羽||iI(む

副総flR・外務大f:iが、第80代の内

閣総聞大lUにj釜lよれました。 JR 

上川釈而jで行われた就任lh'.!'l式に
は、小 1 1 1 副知・J~をはじめ、竹 I，.m

長ほか、近隣のIlIf村氏らも!tまり、

紋迎のw.鮮が脊ぜられました。

また、総珂!の長引、 M~ '!~I; さん

む駆けつけ、長野県から初のT付1.1

誕生をねtう、.t<のdib!:カ'ら1'!L祈
念受げました。

このあ tilni'jl:;n寺楽隊の前奏で、

縦断拡~光朗(二、約5 . 000人が rl i・役
所までの中心街をノfレード L、治

iEはおおぜL、の人たちで坦1¥め尽く

されていました。

キ書門竣工式のテープカット

に
、
た
ば
こ
を
吸
っ
て
レ
て
、
道
に
平
気
で
姶

て
て
い
る
人
た
ち
を
よ
く
見
か
け
る
・
』

t
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
わ
た
し
は
そ
ん
な
と
き
、
な

に
か
い
γ

い
気
持
ち
が
し
ま
せ
ん
。
で
も
、
わ
た

し
も
人
の
・」
と
ば
か
り
は
百
え
ま
せ
ん
。前
に
、

あ
め
の
入
っ
て
い
る
袋
や
紙
く
ず
な
ど
を
捨
て

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
・
:
が
、
姶
て
て
し
ま
っ

た
あ

t
で
、
心
の
梅
沢
で
何
か
チ
ク
ン
と
く
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
こ
・阪

と
そ
ん
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、

心
が
け
た
い

t

思
い
ま
す
。
わ
た
し
は
、
町
の
ご
み
が
も
っ
と

減
る
よ
う
に
、
ご
み
箱
を
町
の
あ
九
こ
ち
に
置

け
ば
良
い
と
忠
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
少
し
は

違
う
と
思
い
ま
す
。

次
に
、

川
の
汚
れ
に
つ
い
て
で
す
。
わ
た
し

は
最
近
、
学
校
の
夏
休
み
の
宿
題
で
環
境
問
泌

に
つ
い
て
を
、
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
て
み
ま
し

た
。
環
縫
問
題
の
中
で
も
、
わ
た
し
は
、
海
や

川
の
汚
れ
に
つ
い
て
の
・
』
と
を
主
に
ま
と
め
ま

し
た
。
閃
書
館
で
い
ろ
い
ろ
潤
べ
て
い
る
う
ち

に
、
意
外
な
こ
と
が
わ
か
り
、
海
や
川
の
こ

t

に
、
す
ご
く
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
資
料
に
は
、

生
活
排
ぶ
や
工
場
排
木
が
川
の
汚
れ
の
主
な
原

図
だ
と
比
固
い
て
あ
り
ま
し
た
。
生
活
排
ぶ
の
中

で
も
洗
剤
や
、
山
氏
周
済
み
の
リ
測
は
、
特
に
、
川

に
と
っ
て
望
ま
し
く
な
い
も
の
で
し
た
。
し
か

し
、
実
際
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
か
・
旬
、
そ
う

い
う
も
の
が
毎
日
毎
日
流
れ
出
し
て
い
る
と
な

る
と
、
こ
れ
か
ら
の
川
や
海
は
ど
う
な
っ
て
い

く
の
で
し
ょ
う
か
。
今
か
ら
で
も
遅
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、
ポ
ス
タ
ー
を
出
す
と

か、

C
M
で
流
す
な
H

と
し
て
、
上
問
市
だ
け
で

な
く
‘
全
国
の
人
た
ち
に
、
こ
の
間
組
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
上
岡
市
の
川
が
、

も
っ
と
宵
〈
汲
ん
だ
川
に
な
れ
ば
・:
と
思
い
ま

す
。わ

た
し
は
、
こ
の
二
つ
の
問
題
そ
解
決
し
て
、

上
刷
市
が
も
っ
と
き
れ
レ
な
町
に
な
れ
ば
良
い

と
心
か
ら
問
。
い
ま
す
。

16 5. 広報うえ定6.[3] 



情報b対象市内に住むか、また

は重力務する人(所得などの条件

あり) t>貸付金額 50万円以

よ 200万円以下 t>貸付利事

年4.296 t>返済期間 15~以内

b申込期間 5月19日附-6
月17日告白 t>問い合わせ 管理

際(内線1504)

41 中
央
公
民
館
で
消
費

者
月
間
記
念
講
演
会

••• 
5
月
は
「
消
波
布
川
間
」
。
経
済
社

会
の
急
激
な
変
化
や
白
然
環
境
の
制

約
を
受
け
て
、
変
わ
り
始
め
た
消
費

者
の
意
識
主
性
活
の
あ
り
方
に
つ
い

て
考
え
、
新
し
い
時
代
の
消
費
者
保

守
探
る
た
め
の
必
出
会
で
す
。

マ
と
き

5
川

m
u
ω午
後
i
時

初
分

1
3
時
初
分
マ
と
こ

ろ

小

2 市
長
と
語
る
会

明
日
の
上
田
市
を
考
え
ま
し
ょ
う

央
公
以
館
大
会
議
室

マ
内
容
「
新

時
代
の
泊
四
行
保
を
や
小
め
て
」
と
.
泊

し
て
、
川
民
生
活
セ
ン
タ
ー
・
小
池

い
「
さ
ん
の

議

出

マ

申
し
込
み

5
川
剖
日

ωま
で
に
生
活
環
境
課
{
内

線

1
3
9
0
)

へ
。

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
で

ぼ
け
の
相
談
会
開
催

••• 
以
近
作
に
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
い
な

ど
の
、
お
年
寄
り
の
ぽ
け
に
つ
い
て

心
配
の
か
た
、

E
う
ぞ
お
気
軽
に

ご

相
談
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

5
月
訂
日

ω
マ
と
こ

ろ

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
常
幣

城

3
・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
同
隣
)

マ
相
談
担
当

同
立
小
活
保
養
所
・

州
内

m
fさ
ん

マ
申
し
込
み

5 惨企画課

(内線 1222)

'l'成 8ilq支からスタートする「第:f大
上rurn総:{t，n'IITiIJ。この，汁WIIの策定にあた

り、 di民・人ひ tりが「まちづくり」に

砧~的に参加していただくために、地[元.

別の rdi 1去と ;ltる会J lJ:' IJHき、特さんの

ごt!~見 ・ ご'2.::‘唱をお IUI きして、 Tlï氏参加l

による，1I"111ilづくりを.illiめます。

rrlil~ t ，mる会」の 5)Jド11Jのn科は

次のとおりです。どうぞご参加ください。

打
幻
日
憎
ま
で
に
刈
齢
折
制
祉
セ
ン

タ

ー

(
宮

afi
-
-
9
)
へ
。
相
談

は
f
約
制
(
先
行
5
人
)

。

.r市長と語る会J日程表

とき と乙ろ 対象地区

5月25日捌 西部公民館 商部地区

5月26日間 海野町会館 中央地区

5月28自由 中村自治会館 減下地区

5月初日開 泡民地区公民館 塩尻地区

5月31日関 中央公民館 東郡地区

老
人
・

病
人
介
護
の

技
術
講
習
会
参
加
者

••• 相談は高齢者センターで

;:t時間はいずれも午後6締約分-9時の予定

(ただし、中失地区は午後 711寺からの予定)

老
人
や
病
人
の
介
謎
に
必
要
な
知

識
、
技
能
及
び
就
業
に
必
要
な
知
識

に
関
す
る
内
容
で
、
主
曜
は
長
野
県

女
性
就
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
共

催
は
働
く
い
町
人
の
家
な
ど
、
で
す
。

マ
と
き

6
日
は
U
i
7
月
刊
日

の
う
ち
旬
迎
川
・
火
・

木
附
け
の
げ

日

間

マ

と

こ

ろ

働

く
婦
人
の
家

マ
応
募
資
格
介
護
に
附
す
る
就

業
を
希
望
し
、
全
説
明
日
日
程
を
受
講

で
き
る
女
性
(
白
人
)
マ
募
集
期
間

5
月
四
日
附
i

5
月
白
日

ω
マ

問
い
合
わ
せ
上
小
地
方
事
務
所
厚

生
課
内

-
K
性
就
業
相
談
円
以
(
宮
@

7
1
2
2
)

マ
受
講
料

無
料
(
教

材
班
は

h
u
n相一
)

[4] 16 5. 広範うえだ6.6月11回出、 12日(日/畏野めいてつショーホール{畏野市)/内容は

県内家具メーカーの新製昂を一堂に集め、即売も行います。'94信州家具展



• 

上田市では、称野火災がすでに3件発生しています。

このうち 1件がたばとの火が原因で火災になったと錐

定されるものです。

たばこの吸い殻の後始末に役立てていただくように、

日本たぱ之産築物のご協力を得て、 r惨事替用吸い般入

れJ安手作りの本経に入れて、太郎山・東太錫山・三

頗山{上室賀)・市民の震などの金山口や山道に13か所

股鑓しましたのでご利用ください。

山火事防比に

携帯用の吸い

殻入れを設置

-消防本部

• 

「
市
民
の
つ
ど
い
」
で

歯
に
つ
い
て
の
標
語

••• 
キ
ラ
リ
と
光
る
美
し
い
曲
、
な
ん

で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
丈
犬
な

階
で
い
る
た
め
に
は
、
，

r・
ど
も
の

t

き
か
ら
の
脱
み
取
ね
が
大
切
で
す
。

・
れ
へ
ん
忘
れ
が
ち
な
拘
の
健
康
を

見
直
す
た
め
に
、
今
年
は
簡
の
健
康

市
職
員
人
事
異
動

(
4月
白
日
付
け
)

-
部
実
級

マ
総
務
羽
田
一
侵
〈
上
回
絶
滅
広
銀
行
政
事
務

組
合
事
務
局
畏
〉
宮
島
照
彦
マ
財
政
g
E
R

(
厳
会
穆
務
局
侵
〉
山
溜
白
骨
マ
民
生
郡
畏

〈
園
保
年
金
探
畏
〉
小
泉
随
時
一
マ
商
工
郎

長
(
同
和
教
育
謀
長
)
小
称
善
幸
マ
債
政

部
長
ハ
土
木
課
長
〉
山
崎
晴
康
マ
建
設
部

長
(
都
市
計
画
謀
長
〉
大
井
一
戸
廷
平
マ
緩

会
事
務
局
長
〈
市
民
課
長
〉
高
井
忠
史
マ

毅
湾
次
E
R

ハ
総
務
線
画
決
〉
荒
井
鋲
縫
マ
上

回
柏
崎
織
広
威
行
政
事
務
組
合
穆
務
局
・
民
衆
総

務
協
会
事
〈
由
民
椋
線
畏
〉
本
房
利
治
マ
参

事
禁
煙
図
支
所
長
ハ
沼
田
支
所
長
〉
三
積
善

方
マ
参
事
兼
厚
生
課
長
ハ
厚
笠
課
長
)
小

池
広
次
マ
参
寧
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
長
(
選
挙
管
理
-
受
賞
会
事
務
局
長
〉
償
関

術-
際
圃
震
級

マ
副
田
・
標
畏
〈
児
書
保
育
線
畏
〉
前
沢
憲

一
マ
総
務
課
畏
〈
管
理
課
長
〉
宮
本
智
夫

マ
市
民
税
課
長
ハ
秘
書
課
長
〉
清
水
健
吾

マ
市
民
課
長
(
収
税
課
長
〉
南
波
文
夫

マ
園
保
年
金
課
長
〈
公
園
管
理
事
務
所
長
〉

闘
佐
野
泰

g

v児
童
保
青
眼
目
民
兼
編
彼
事
務

を
小
心
に
「
健
雌
づ
く
り
わ
州
民
の
つ

ど
い
」
を

8
H
U
H
ω
に
行
い
ま
す
。

日
ご
ろ
歯
に
つ
い
て
思
っ
て
い
る

.
」

t
と
な
ど
ぞ
標
語
に
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
持
集
さ
れ
た
標
語
か
ら

5
作
を

選
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
峨
せ
ま
す
。

t
t

uは
ぷ
彰
も
行
い
ま
す
。

マ
応
募
資
格
山
内
に
住
む
人

マ
応
募
方
法
は
が
き
に
標
語
(
い

く
つ
で
も
吋
)
を
書
い
て
、

6
月
初

日
仰
ま
で
に
「
〒
揃

t
川
市
大
手

l
l
u
l

m

k
川
山
役
所
保
健
子

防
課
」
(
内
線
1
3
7
6
)

へ

道
路
情
報
や
意
見
を

信
州
口

l
ド
観
察
隊
員

••• 
道
路
の
穴
や
路
町
の
山
川
れ
な

E
、

道
路
に
閲
す
る
情
報
や
道
路
行
政
へ

所
見
書
保
育
際
E
R

ハ
産
院
事
務
長
〉
山
上
位
僧
…

・
線
-
R
縛
佐
級

マ
慢
性
肺
課
祭
ハ
圃
R
H
刊
整
備
際
侵
〉
小
椋
陵
…
マ
泌
.
線
操
畏
縄
住
集
庶
務
係
E
R
曲
用
線
.

利
マ
土
飽
忍
畏
課
長
〈
工
務
課
長
〉
@
沢
…
広
報
係
長
〈
磁
.
課
課
畏
補
佐
議
制
御
.
広
報

紀
縫
マ
農
相
整
備
課
長
兼
公
設
他
方
卸
売
…
係
長
〉
工
屋
弱
畿
マ
収
税
課
課
長
繍
佐
禁

市
寝
間
段
準
備
室
長
〈
川
西
支
所
長
〉
池
田
…
収
税
係
長
ハ
農
業
委
員
会
事
務
局
局
長
補
佐

・
際
文
マ
管
理
課
長
〈
笠
活
環
嶋
田
課
長
)
大
…
兼
農
政
係
長
〉
主
屋
亮
マ
農
林
課
課
長
編

…
湾
登
志
夫
マ
土
木
際
畏
(
土
処
罰
出
良
線
長
)
…
佐
穀
類
関
係
長
(
体
育
課
銭
安
徳
佐
兼
自
然

…
下
林
幸
縫
マ
鶴
市
計
画
腺
畏
(
高
速
受
遇
…
運
動
公
園
管
理

g
務
所
侵
〉
清
水
邦
雄
マ

…
限
度
〉
石
線
圃
宣
明
V

高
速
受
通
腺
痩
〈
往
会
…
管
理
線
線
療
縄
住
兼
管
理
係
畏
〈
管
財
際
問
眠

…
毅
育
課
畏
〉
須
疎
清
膨
マ
会
射
線
畏
ハ

g
…
E
R
補
佐
兼
用
度
運
用
係
長
〉
小
綜
久
敏
マ

口
容
館
長
〉
回
玉
利
貞
マ
工
務
課
侵
ハ
浄
水
…
嘗
防
第
一
課
課
長
摘
佐
・
消
防
本
部
毎
防
課

…
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長
)
矢
幡
正
夫
マ
な
会
…
課
長
補
佐
禁
通
信
指
令
室
長
ハ
讐
防
第
二
課

…
毅
育
課
長
兼
市
話
篇
纂
室
長
ハ
膏
少
年
隷
長
)
…
課
長
締
伎
・
南
部
消
妨
害
郡
警
長
兼
庶
務
係

…
惚
沢
征
太
郎
マ
間
利
数
育
線
畏
ハ
西
郡
公
…
侵
〉
尾
沢
恒
夫
マ
庶
務
課
課
長
繍
佐
兼
庶

…
民
館
長
〉
一
一
奔
一
俊
マ
川
笥
支
所
長
(
主
…
務
係
畏
ハ
学
綬
毅
育
線
操
畏
禰
佐
線
学
務
係

…
地
mM良
線
際
安
褐
俊
輔
持
管
狸
係
-
R
)

家
持
孝
…
・
R
〉
武
禽
芳
簿
マ
贋
集
霊
員
会
事
務
局
局

…
明
マ
収
制
町
線
畏
ハ
管
理
棟
線
畏
補
佐
兼
管
…
・
震
繍
佐
熊
農
政
係
畏
ハ
市
民
税
際
限
自
決
縄
住

…
理
係
自
民
〉
西
沢
湾
マ
生
活
環
良
線
長
〈
庶
…
兼
市
民
税
第
二
係
長
〉
富
田
篤
マ
沼
田
支

…
務
課
課
長
補
佐
兼
庶
盟
問
係
長
)
小
出
俊
マ
…
所
吏
所
長
縛
佐
兼
庶
務
官
四
興
係
長
ハ
向
庶
務

…
産
院
事
務
長
〈
同
和
対
策
課
課
長
補
佐
兼
同
一
銀
興
係
長
〉
相
川
内
常
道
マ
企
画
課
課
安
穏

…
和
対
策
係
長
)
媛
由
利
津
往
マ
公
飽
管
理
…
佐
兼
企
画
関
蜜
係
長
〈
企
画
調
態
係
長
V

関

…
事
務
所
長
〈

a・
課
課
長
褐
佐
策
庶
務
係
長
〉
…
初
案
マ
市
民
線
線
畏
縄
住
策
市
民
第
一
係

…
滝
沢
鑓
美
マ
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
所
侵
ハ
下
…
畏
〈
市
民
第
一

mm畏
〉
水
沢
民
一
マ
生
活

…
水
道
線
探
畏
補
佐
曲
線
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
…
環
植
民
線
線
畏
線
住
兼
生
活
係
圃
民
〈
生
活
係
畏
〉

ぃ
畏
〉
山
辺
保
男
マ
西
部
公
民
館
長
(
厚
生
…
清
水
忠
マ
生
活
環
廃
探
際
喪
縛
佐
兼
公
害

…
課
課
長
縛
佐
兼
点
字
図
書
館
長
)
岩
井
国
広
…
係
長
ハ
公
害
係
長
)
郷
田
武
男
マ
厚
生
課

マ
図
書
館
長

〈
労
政
課
課
長
椅
佐
兼
労
政
…
課
長
繍
佐
兼
女
性
係
長
(
女
性
係
長
〉
網
島

一
係
長
)
宮
下
明

E

マ
青
少
年
稼
自
民

(
総
務
…
ツ
ナ
江
マ
得
祉
事
業
セ
ン
タ
ー
所
長
褐
佐

.
線
腺
畏
繍
佐
策
隊
員
係
畏
〉
大
井
正
行
…
兼
沼
田
事
業
所
長
ハ
燈
回
事
業
所
畏
〉
平
綜

の
広
見
を
市
せ
て
も
ら
う
「
い
州
ロ

ー
ド
間
続
隊
此
」
や
ら
必
集
し
ま
す
。

マ
活
動
期
間

8
月
I
H
聞
か
ら

予
成
9
年

3
月
剖

H
ま
で

マ
対
象

国
道

・
県
道
を
利
用
す
る
機
会
の

多
い
人
マ
募
集
人
数

2
0
0
人

マ
募
集
期
間

G
H初
H
W
ま
で

マ
応
募

・
問
い
合
わ

せ

児

k
川

建
設
事
務
所
作
用
計
州
諸
(
包
③

1

2
6
0
)
 

一
俗
廠
マ
労
政
間
味
線
圃
震
縄
住
繋
働
く
婦
人
の

…
家
鎗
畏
〈
由
子
寮
置
き
尾
崎
光
子
マ

aH怖

い
線
操
畏
繍
佐
毅
称
務
係
長

〈
税
務
係
長
〉
丸

一
山
富
彦
マ
鰻
符
鐙
償
援
課
長
鴻
佐
兼
総
合

一
霊
備
係
長
〈
総
合
整
備
係
長
〉
小
菅
清
マ

…
受
通
対
策
務
課
一侵
略
何
佐
兼
国
道
バ
イ
パ
ス
係

一
畏

(
国
道
バ
イ
パ
ス
係
長
〉
酒
井
澄
幸
円
V

H

学
筏
毅
育
線
線
畏
繍
俊
策
協
山
股
保
畏
〈
施
叡

日
係
侵
〉
赤
羽
武
寒
マ
第
一
学
燦
給
食
セ
ン

一
夕
|
所
畏
縛
佐
兼
第
二
総
食
係
-
R

ハ
第
二
給

一
食
係
長
〉
山
潟
寿
人
マ
図
・
館
館
長
崎
倒
佐

一
兼
奉
仕
係
長
(
働
く
婦
人
の
家
館
長
〉
山
崎

一
周
予
マ
問
和
毅
育
課
課
長
橋
佐
兼
同
和
毅

一
育
係
長
〈
悶
和
敏
育
係
長
)
竹
内
義
彦

〈
係
長
級
は
次
号
で
紹
介
し
ま
す
〉

消費者被害防止月間

迷
っ
た
ら
悩
ま
ず
相
談

7月ε日住ト12月3日住ゆ23回コース/テーマは

rl1JるJ/闘い合わせは上回女子短期大学へ県民カルチャー学校開放講座16 5. 広報うえだ6.[5] 



」
て
も
蛇
口
か
ら

-情報テーブル・

6月1日附

-7日~水道週間
上
川
山
で
初
め
て
ボ
道
が
で
き
た
の
は
、
大

正
日
午

(1
9
2
3
)
の
こ

t
で
す
。
今
日
で

は
、
約
9
.ん
9
千
人
の
市
民
が
l
M
l
人
・
↑
均

3
5
8
リ
ッ
ト
ル
(
ド
ラ
ム
缶
約
1
・8
本
分
)

の
ポ
を
絞
っ
て
い
ま
す
。

H

制
近
は
・
ポ
に
つ
い
て
の
関
心
も
高
ま
っ
て
き

て
お
り
、
水
の
川
.
裂
も
多
様
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
本
環
境
の
保
全
対
策
、
水
道

水
源
の
確
保
、
浄
・
ボ
胞
設
の
戦
術
ぞ
推
進
し
、

き
れ
い
で
お
い
し
い
水
を
安
定
的
に
供
給
で
き

る
よ
う
に
労
力
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、

6
川
l
日
刷
1
7
H
ω
ま
で
「
う

ま
い
水
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
蛇

n
か
ら
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、

A
K
川

一
・
見
川
に
第
部
川
水
道
迎
仰

が
行
な
わ
れ
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
毎

n
の
生
活
に

t
っ
て
、
水

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
水
道
の
蛇

nを
ひ
ね
れ
ば
い
つ
で
も
き
れ
い
ー
で
安
心
し
て

欽
め
る
水
を
使
え
ま
す
。
水
道
週
間
を
機
会
に

大
切
な
水
の
仰
い
方
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

市
水
道
川
と
県
企
業
川
ト
.
山
水
道
官
賄
事
拷

相千曲111源流b

1>とき 6月5日日午前日時に市役所正面玄関前集

合、 8時30分出発。上回着は午後5跨30分 bコース

上田~小諸~小海~川上村(金峰山渓谷散策・昼食)

~上田 1>募集人員 上田市民80人(先着腹、定員に

なり次第締め切り) 1>申し込み 5月25日開-31日

ω(土・日曜日は除く)。水道局ヘ本人が直援申し込ん

でください(電話では受付けしません)。なお、広く市

民の皆さんにご参加いただくため、昨年の参加者はご

遺慮ください。1>持ち物昼食 ・雨具 b参加費無

料 1>問い合わせ 水道局(内線1852)

訪ねてみませんか
所
で
は
、
水
道
週
間
に
あ
わ
せ
、
昨
年
好
評
で

し
た
、
「
千
曲
川
源
流
を
訪
ね
て
」
を
6
月
5
n

仰
に
行
い
ま
す
。
千
曲
川
の
制
流
ぞ
訪
れ
、
川

ヒ
村
会
的
山
浅
川
介
を
散
策
し
ま
す
。
山
氏
の
符

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
り
、
本
人
ま
た
は
同
屈
の
縦
肢
の

か
た
が
お
こ
し
く
だ
さ
い
。
代
理
人

の
場
合
は
、
本
人
白
地
中
の
代
理
人
選

任
届
書
(
窓
円
仁
用
意
し
て
あ
り
ま

す
)
ま
た
は
、
委
任
状

t
代
理
人
の

印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

マ
手
数

料

一
一柑

4

件
2
0
0
円

マ

問

い

合
わ
せ
市
民
税
課
(
内
線

1
2
8

2
1
1
2
8
4
}
 

大人は火の

管理をしっ
かりと・・・

-
消
防
本
部

公

@
0
1
1
9

[6J 16 5. 広報うえだ6.件敏201件(-24)/死者2(+1)/負傷者249(-40) 
<4月末現在.( )内は前年比〉

「
所
得
証
明
書
」
な
ど

6
月
1
日
か
ら
発
行

••• 
平
成

6
年
度
(
平
成

6
年
分
)
の

「
所
得
証
明
」
お
よ
び
「
税
額
証
明
」

の
発
行
は
、

6
月

l
n附
か
ら
行
い

ま
す
。マ

申
請
方
法

印
鑑
を
・
お
持
ち
に

上田市の交通事故発生状況



• 

ー

f 

人
権
擁
護
委
員
の
臼

6
月
1
日
制
で
す
/

納期限は5月31日ω
・同定資~税

(者li市計同紙)

・較肉動J.ji税

便利で確実な口座振替のご利用を

u例

会期

••• 
人
権
擁
謎
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で

す
か
。

6
月

1
日
は
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
昭
和
お

年
仁
ま
ず
政
令
に
基
づ
い
て
人
権
擁

護
委
員
制
度
が
設
け
ら
れ
、
翌
剖
年

6
月
1
日
に
は
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
国
民
の
基
本
的

人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、
い
わ
ば
民

間
人
に
よ
る
「
人
権
の
番
人
」
の
機

関
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

こ
れ
が
人

権
擁
護
委
員
制
度
で
す
。

い
じ
め
、
体
的
、
不
登
校
児
な
ど

子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
が
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

次
代
金
担
う
子
ど
も
の
人
権
ぞ
積
駆

的
に
擁
諮
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
A
n

会
で
は
、

「
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
」

を
啓
発
活
動
重
点
目
棋
に
指
げ
て
、

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
同
連
合

会
で
は
、

6
月
1
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め
、

こ
め
日
を
中
心

に
い
っ
そ
う
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

上
回
市
に
は
、
市
長
か
ら
推
薦
さ

れ
、
法
務
大
臣
が
委
唱
し
た
人
権
擁

護

委

員

(
下
表
)
が
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
、
て
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お

気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
一 姐.

「相 談 名 日 時 会場な ど

日 l~lOn(1j'?J

i会 律 相 談 13 : 30-15 : 30 け1

(-(.がJ:I]I]) 6 n 24nω 1号E
生活環境課

B : 30-15 : 30 1¥庁

6 JI 2円(ポ
(l+j怜 3階)

人権・悩みごと相談 包 内線188913:00-16:00 @ 
(j n 9 fI (ね

土 地建物相談
1~:00-]6:00 1 

() 

農地問題相談
6 n 1 11(:水) 。農業 安 n会

8 : 30-17 : 00 (水ff合2断)

行 政 相 談
6JJ13HlJ-J) 

I'Y武デバート
10 : 00 -15 : 00 

心配 ごと相談
毎週火I1tt(1 J 

10:00-15:00 社会制祉協議会

法 律 相 談
6月18n(士l (宮 @ 2025) 

10 : 00-I I~ 

法 律 相 談 6月15卜|休)

l J'.約;1，11) 13: :30-15: O() I-.IJIIlH L会議所

保険年金相談
毎週IJ-金11税制 (包⑫-1500)

9 : 00-ls : 00 

市 民 相 §白idAAEL 千仕組JJ-金雌11 '1: 1舌.6jp立市民

交通事故相談 9 : 00-16 : 00 (，知子合 31椛)

児 塗 相 談
勾週JJ-令11夜日

f生
児童 保 fj;¥!l!

9 : 00-16 : 0υ (岱@2000)

母 ヰ自 s長z火ぃ， 1fj:週刊~金陥n 1リi 児 ~î 保育訓i
子 。:00-16 : 00 ( 1人j綿Hi36)

1tiJ!EJ ) J -令IIMH 米許11i~!; 干す限l

子育 て 相談 8 : 30-19 : 30 保育センター

{上IIld円は12:30) (fi @ 309()) 

L 

(敬称略)

氏 名 住所 自治会 ii話番号

n! ;，尺キクノ 緑カ丘2-6-7緑が丘北 ⑩ 2520 
桜芥鍾治 中央2-8-9 海野町 @ 0401 
茅野 葱 古里1421 軍吉 門 電Y241f3
|林 務総 大手J-9・20 大手町 @ 1500 
野元成 領訪形977 中 三持 包)9514 
竹内 誠 国分1214 上 沢 電~ 7874 
小出 一 則 芳田2446 中吉田 @ 3660 
l坂下よし子 福田97-3 |福 回 忍rg-294
宮原泰助 |古安曾3811 柳 j尺 @ 2249 
宮沢 車時 前山1201 西前山 @l 4664 
保屋野哲男 保野152 保 野 ~ 2833 
宮下 弘主盛戸428 E皇 戸⑪ 3660

-上田市人権擁護委員

一
斉
に
空
き
缶
拾
い

環
境
美
化
運
動
の
日

••• 
市
で
は
、

5
月
初
日
を
「
環
境
美

化
運
動
の
日
」

t
定
め
て
い
ま
す
。

近
ご
ろ
問
題
の
ん
ん
で
ち
缶
な

E
の
投
げ

拾
を
な
く
す
、
」
t
が
阿
的
で
す
。

こ
の
日
に
ち
な
ん
て
、

5
H
m
日

間
に
、
自
治
会
を
中
心
に
先
に
き
缶
拾

い
な

E
が

一
斉
仁
行
わ
れ
ま
す
。
皆

さ
ん
も
政
概
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

マ
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内

線
1
3

8
7
)

ポイ捨ては絶対やめよう

臨
持
市
議
会
が
4
月
四
日
に
聞
か

れ
、
収
入
役
の
選
任
な
ど
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

収
入
役
に

等
々
力
さ
ん
が
新
任

臨
時
市
議
会
で
、
収
入
役
に
等
々

力
寛
さ
ん
が
、
市
議
会
の
同
意
を
得

て
選
任
(
新
)
き
れ
ま
し
た
。
任
期

は
4
月
お
白
か
ら
4
年
間
で
す
。

略
歴
・
・・
県
立
よ
由
松
尾
高
等
学
校
卒

業
、
上
田
市
商
工
課
長
、
同
企
筒
課

長
、
同
商
工
部
長

水
道
事
業
管
理
者
に

高
橋
さ
ん
が
新
任

4
月
白
日
付
け
で
、
水
道
事
業
管

理
者
に
高
橋
邦
夫
さ
ん
が
任
命
(
新
)

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
4
年
間
で
す
。

略
歴
・
・
・
信
州
大
学
繊
総
学
部
卒
業
、

上
回
市
西
部
公
民
館
長
、
間
企
函
課

長
、
同
商
工
部
長
、
同
財
政
部
長
、

同
総
務
部
長

高橋邦夫さん

(58歳・ 新屋)

5月1Bf寸w広報J15ページFごめい宿をお祈りします』に、次の誤りがありました。

「臼田芳望書 上鍛冶町 66Jを「白井芳幸J(敬称略)Iこ。訂正し、おわびします。
|訂正とおわび|16 5. 広報うえだ6.(7) 



-松井友里ちゃん
(9か月・越戸〉

「機嫌ガょいと、音楽lこ合

わせて手をだだい芝り、lB
を出して敏いますJ と包の
順子さん。

保健 診 tlt
保健予防諜(内線 1374)

.6月の乳幼児健康診査

t>受付時間 いずれも午後 l時-211寺t>持ち物 母子

健康手帳、パスタオル(4・10か月児)、的ブラシ(]歳 6

か月児)0 1歳 6カ・月児は、 ijj;ちゃん手帳の中にある健康診

査票に記入してお持ちくださし、。 3歳児の健康診査票は、

根式が変わりました。 また、{:Ji.聴覚検査のアンケートも加

わりましたので、用紙ぞお送りします。 ご記入のうえ健/，k診
査にお出かけください。

(.) .保健センター(市役所南庁舎 2階)

健 さ面必'"、 実施日 生 年 月 日

月
6月 8日 6. 1. 16-1. 3] 

4 カ・
6月22日 6. 2. 1-2. 15 

10 月
6月 2日 5. 7. 16-7. 3] 

カ・
6月28日 5. 8. 1-8. 15 

l歳 6か月
6月14日 -1.11. 16-11. 30 

6月17日 4. 12. 1-12. 15 
6月 3日 3. 5. 1-5. 15 

3 歳
6月30日 3. 5. 16-5. 31 

-塩田母子健康センター(塩田 地 区)

4 カ‘ 月
6月23日

6. l. 16-2. 15 

10 カ- 月 5. 7. 16-8. 15 

3 歳 6月29日 3. 4. 1-5. 31 

.JII西社会福祉センターυ11西地区)

4 tJ、 月 6. 1. 16-2. 15 
10 力、 月 6月21日 5. 7. 16-8. 15 
1歳 6か月 ..J. 11. 16-12. 15 

-日本脳炎予防接種

t>対象 ①初'JI且1=平成 2年<1-JJ-3年 3JJのHlJに止tまれ

た幼児②追加=平成x年.JJ J -2 iF 3 Jì の n~J に '1-: まれ、平

成 5年中{二初回の凝視をしてある幼児③平成元:q:..1n以前

に叫まれ、初[111・追加が完 fしていない幼児 t>接種方法

初出=1-2週間の間隔で21!!1篠崎 t>接種時間 午後

1 11寺30分-211キ30分 b持ち物母子健康手帳、1::1診票(rみ

ちゃん手帳」 の'1'にあります。会場にも J日立) 7H 1二Hう

ツペノレクリン反!必検作 'BCG般極~受 ttる幼児は、 il本

脳炎ず・防持植を受けて 2)盟1111以上経過してから般純してく

fごさい。

・日本脳炎予防接種目程表

24b3ζ • 場 名
実施日

対 象 地 区
1回目 2回目

中央(横町・海野町・原町・
袋町・馬場町・田町・丸堀

市保健センター 町・木町・北大手)

(市役所南庁舎E階)
西部(下紺屋町・鎌原・西
脇・新町・諏訪部・生塚・常B月7日 8月21日 磐町・緑が丘・新屋・緑

(火) (火) が丘北・城北・緑が丘西)

提言国母子健康センター 東海自 ・西泡回・別所

畑山・伊勢山・富士見台・
上野が丘公民館 神科新屋・野竹・西野竹・

笹井・川原

JII 辺町会館 8月8臼 6月22日 上田原・川辺町・倉升

復院地区公民館 (水) {水) 秋和・上煽尻・下海尻

東部(踏入・泉町・上常国・

市保健センター
中常回・下常田 ・1じ常国・
常入・材木町)

(市役所南庁舎2階) B月9日 6月23臼 南部(南天締町・1じ天神町・
泉平・松尾町・鷹匠町・

(木) (木) 本町・末広町・大手町)

川西社会福祉センター 川西

神川地区公民館
大屋・岩下・下青木・上青木・
みすす台南 ・みすす台北

農村環焼改善センター 6月{火14)日 B月四日 霊殿

ニ 好町会館 (火) 城下

市保健センター
北部(愛よ宕川町原柳町・下川原
柳町・ ・上鍛冶町・

(市役所南庁舎2階) 鍛冶町・上房山・下房山・柳
6月15日 8月四日 町・新図・山口・上紺屋町)

上 野が丘公民館 (水) (水) 岩門・染震・蛇沢・金井・大久
保・長島・金制寺・住吉が丘

川辺町会館 神築地畑 ・下之条・築地 ・東
-半過・ 福田・吉田

泡回母子健康センター 6月17日 6月301ヨ
中纏田

神川地区公民館 {金) (木) 梅が.!i'久保林・集坪・
上沢 ・国分・下纏 ・上堀

-ポリオ生ワクチンの投与(2回目)

詳しくは 3月1(j I::J f.!'1t r広報J 16ページをご覧ください。

時間l.i各会場とも年後 111寺30分から 2時30分まで。 1fHm 
と2回目の間隔は 6週間以卜.あけてください。

・ポリオ(小児まひ)予防接種目程表(2回目)

4223ah L 場 名 実節目 対象地区

市保健センター 東部・西部

績回母子健康センター 5月26自体i 超音 回
好 町 会 館 減 下

川西社会福祉センター
5月27日⑥

/11 西

よ野が E 公民館 神科 ・豊殿

市保健センタ ー 南部・中京尻E 
北部 ・泡

)11 辺 町 azcェh 館 5月31日eXJ 川 辺 ・泉 田

神川地区公民館 神 /11 

広報うえ定6.5. 16 (8] 
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